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伊理正夫前会長の後任として、測技協の第

3代目会長に青山学院大学教授の岡部篤行氏

が就任された。岡部氏は、地理情報システム

学会長や東京大学空間情報科学研究センター

の初代センター長を務めるなど、日本におけ

る地理空間情報科学研究の発展に大きく貢献

されている。

岡部新会長に、空間情報科学と測量技術の

現状と将来、測技協の役割や期待などについ

てお話をうかがった。

――昨年、東京大学を退官されて、青山学院

大学に移られましたが、今度は文系の学生に

GISを教えていらっしゃるとうかがいました。

岡部 ええ。私がいる総合文化政策学部は、

メディアなどを通じて文化をどう伝えるかを

主なテーマにしているのですが、そこで空間

情報によるコミュニケーションのあり方につ

いて学生たちと研究しています。

空間情報科学には、情報の取得から始まっ

て、管理、分析、総合、伝達というフェーズ

があります。東大では工学部で「分析」を中

心にやってきましたが、今度は最後の「伝

達」の部分に取り組むことになったわけで

す。

――今、一番面白い分野ではないでしょう

か。

岡部 そうなんです。とくに今、スマートフ

ォンなどの位置情報を利用したジオメディア

が急速に普及して来ましたよね。

私は先日、ジオメディアサミットというイ

ベントに行ったんですが、参加している若い

人たちの元気の良さにとても心強い思いをし

ました。新しい空間情報ビジネスに、失敗を

も恐れずに挑戦していこうとする意気込みが

溢れていて、その中から実際に伸びている会

社も出てきている。今、時代はどちらかとい

うと停滞していて、空間情報技術の分野もこ

れからどうなっていくのかと心配する人が少

なくないわけですが、ああいう若者たちがい

る限り、未来は明るいと確信しました。
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──大学では、どんな授業を？

岡部 「ジオメディア演習」というのをやっ

ています。たとえば、“ウェブやスマートフ

ォンを使ってキャンパスのバリア情報を伝え

る”といった課題に取り組んでいます。学生

たちは、障害者にとって危険な場所や手助け

を必要とする場所などを自分で見つけ出し、

写真で記録して、何処が危いのか、どのよう

な経路を通ると目的地に安全に着けるのかと

いった情報を配信する仕組みを作っていま

す。それは、社会的な活動への参加でもあり

ますから、学生たちは本当に目を輝かせなが

ら取り組んでいますね。また、キャンパスを

訪れる受験希望者にスマートフォンの地図と

学生同士のかけあい音声でチャペルや銅像な

どを紹介するコンテンツ作りなどにもチャレ

ンジしています。

──楽しそうですね。ジオメディアによるコ

ミュニケーションの広がりは、空間情報技術

全体の発展プロセスから見るとどういう意味

をもっているんでしょうか？

岡部 空間情報科学やそれに対応した技術の

発展も、その時代によって焦点が移り変わっ

てきました。空間情報の取得においてGPSの

利用が普及すると、次は取得した情報の管理

に対応してGISが発展し、さらにその情報を

いかに活用するかをめぐって空間分析の手法

やツールが開発されてきました。そうした流

れを踏まえて、今、空間情報をいかに伝える

か、空間情報を媒介としていかにコミュニケ

ーションを図るかが焦点になっているのだと

思います。

Interview

──すると、ジオメディアが普及し、空間情

報を利用したコミュニケーションが当たり前

になった後に、再び測量技術を含めた「取

得」技術の新たな進化が要請される時代がく

るのかもしれませんね。

岡部 その通りです。空間情報技術は、そう

やってスパイラルを描きながら、全体として

進歩していくんですね。

空間情報技術にとっての次の10年の課題

は、ユビキタス環境の実現でしょう。空間情

報の取得に関わる技術について言えば、日本

は現在、より高い精度の衛星測位を可能にす

る準天頂衛星を打ち上げるところまできてい

ます。今後はさらにその精度を補い、移動体

をもカバーする地上の位置同定システムを構

築することによって、ユビキタス時代への移

行をリードしていくことが求められます。と

りわけ、屋内の位置情報がとれないという衛

星測位の欠点を補い、屋外と屋内をシームレ10年後のユビキタス社会、
20年後のロボット社会へ
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スに測位する仕組みの整備が一つのポイント

になると思います。

さらにその先の10年は、ロボットが社会の

さまざまな場面で活躍する時代に向かうでし

ょう。ロボットが実社会の場面で人間と一緒

に活動できるようにするには、その正確な制

御を可能にする新たな空間インフラが不可欠

になります。ロボット工学においても、かつ

ては単体のロボットが自分で環境を認識して

行動するというモデルを目指していたもの

の、やはりそれは非現実的だということにな

って、近年ではロボットと環境の間の情報の

やりとりを通じてロボットの動作に必要な空

間認識を形成するという考え方に変わってき

たそうです。そうした研究とも連携しなが

ら、衛星測位や3次元の位置計測技術、非接

触認証技術など先端的な空間情報取得技術を

総合し、地球と人にやさしい21世紀の空間基

盤作りを進めていくことになると思います。

──そうした新しい空間情報技術の展開を支

えていくことが、30年の節目を迎えたわが協

会の次なるテーマだと言えそうですね。

岡部 そうです。

30年というのは、日本の空間情報技術が発

展してきた歴史そのものであって、協会がそ

れを支えてきたことの歴史的意味はたいへん

大きいと思います。これからも、新しい歴史

を中心となって担っていきたいですね。

人間が地球の上に足をつけて生活している

以上、人間が扱う情報もまた、最終的にはフ

ィジカルなもの、物的なものを基盤にしてい

ます。その意味で、物理的なものを測定する

ことの基盤的な重要性は、昔も今も変わりま

せん。そしてその技術も、古代エジプトから

始まって現代まで、精度こそ上がったけれど

も本質的には何も変わっていない。おそらく

これからも変わらないでしょう。とすれば、

これからの時代の中心課題は、それをいかに

使いやすくするのかということになってくる

と思います。

時間情報と空間情報を対比してみるとよく

分かります。近代まで人々は時間を正確に測

る手段を持っていませんでした。だから、た

とえば陽の傾きによって午前と午後を区別す

るくらいの、ゆったりとした時間の中で生活

していたと思います。ところが、現代になっ

て時計という道具が量産され、誰もがそれを

持つようになったため、24時間を細かく管理

し効率的に利用することが可能になり、人々

の生活は大きく変わりました。

空間については、時間にとっての時計にあ

たるものがまだ現れてはいません。しかし、

急速に発展しつつある空間情報技術はそれを

実現するでしょう。ジオメディアはその萌芽

空間情報革命の時代を支える測量技術
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かもしれません。空間情報を誰でも手軽に利

用できるような仕組みができれば、効率的な

空間利用が可能になり、人々の生活は大きく

変わります。

ですから私は、20世紀が時間情報革命の時

代だったのに対して、21世紀は空間情報革命

の時代になると確信しています。この空間情

報革命の基盤をつくり、それをリードするの

が測量技術、空間情報取得技術の役割ではな

いでしょうか。今は全体的な不況の中で関連

業界でも明るい話題が少ないようですが、こ

れからかならずスケールの大きな新産業が起

こってくると思います。

──具体的に測技協で新たに取り組んでみた

いことはありますか。

岡部 これまでも測技協はISO/TC211国内審

議団体として、空間情報に関わる標準化に積

極的に対応してきました。1995年から前会長

の伊理正夫先生を中心にして、世界標準の制

定とそのJIS化を進めてきていることは周知

の通りです。その成果を踏まえて、今度は日

本から世界標準を提案することを目指してみ

たく思っています。

たとえば、ユビキタス関連は日本の得意な

分野の一つです。10～20年後の情報インフラ

を展望した基盤整備に向けて、日本が先駆け

となって技術標準を策定・提案し、それが海

外に普及していくという形になれば素晴らし

いですね。ISO/TC211では、韓国が中心とな

ってユビキタス関連の技術委員会が立ち上が

りましたが、まだ何を標準化するかについて

議論がまとまらない状況です。日本が積極的

に参画してリーダーシップを発揮するチャン

スが来ていると感じています。そのために、

測技協が中心的な役割を果たしていければと

思っています。

──ありがとうございました。

岡部 篤行（おかべあつゆき）氏略歴

Interview

世界標準づくりで中心的役割を
果たしたい


